
平成 30 年度事業計画  

自  平 成 30 年 ４ 月  １ 日  

至  平 成 31 年 ３ 月 31 日  

 

Ⅰ  基 本 方 針  

岐 阜 県 法 人 会 連 合 会（ 以 下「 県 連 」と い う ）は 、全 国 法 人 会

総 連 合（ 以 下「 全 法 連 」と い う ）に お い て 新 た に 制 定 し た 法 人

会 の 理 念 の 下 、税 の オ ピ ニ オ ン リ ー ダ ー た る 経 営 者 の 団 体 と し

て 税 制 提 言 や 税 の 啓 発 活 動 を 中 心 と し た 事 業 の 充 実 や 地 域 社

会 へ の 貢 献 活 動 に 注 力 す る 。  

ま た 、公 益 事 業 等 の さ ら な る 推 進 を 図 る た め 、組 織・財 政 基

盤 の 強 化 に 取 り 組 む 。  

 

Ⅱ  主 な 事 業 計 画  

 １ ． 公 益 目 的 事 業 等 の 推 進  

（ １ ） 税 制 改 正 へ の 提 言  

イ ． 法 人 税 や 事 業 承 継 税 制 な ど 中 小 企 業 を 取 り 巻 く 重 要

な 課 題 に つ い て 、 単 位 会 の 意 見 ・ 要 望 を 県 連 で 取 り ま

と め 、「 平 成 31 年 度 税 制 改 正 に 関 す る 要 望 書 」 と し て

全 法 連 に 提 出 す る 。  

ロ ． 平 成 3 1 年 度 の 改 正 に 関 す る 提 言 の 策 定 に 当 た っ て

は 、 法 人 実 効 税 率 の あ り 方 や 中 小 企 業 の 活 性 化 に 資 す

る 税 制 措 置 等 の 「 経 済 活 性 化 と 中 小 企 業 対 策 」 を 中 心

に 、 財 政 健 全 化 、 消 費 税 引 き 上 げ へ の 対 応 措 置 な ど を

検 討 テ ー マ と す る 。  

ハ ． 要 望 事 項 の 実 現 を 目 指 す た め 、 本 年 も 国 会 議 員 や 地

方 自 治 体 の 首 長 等 に 対 し 、 税 制 改 正 の 要 望 活 動 を 実 施

す る 。  

 

（ ２ ） 第 3 9 回 岐阜 県 下 法 人 会 運 営 研 究 会 の 開 催  

昨 年 度 か ら 引 き 続 き 、Ｂ グ ル ー プ の 岐 阜 北 法 人 会 と 飛 騨

法 人 会 は 、 平 成 3 1 年 2 月 6 日 に 岐 阜 グ ラ ン ド ホ テ ル に お

い て 、選 定 さ れ た 活 動 の 取 り 組 み に つ い て 研 究 発 表 を 行 う 。 

 

（ ３ ） 税 知 識 の 普 及 ・ 社 会 貢 献 活 動 等 の 充 実  

租 税 教 室 や 税 の 啓 発 イ ベ ン ト の 開 催 な ど 、 税 知 識 の 普 及

や 地 域 性 を 活 か し た 社 会 貢 献 活 動 の 充 実 を 図 る 。  

研 修 会 や 講 演 会 の 開 催 に 当 た っ て は 、 一 般 市 民 等 を 含 め

た 研 修 を 行 う な ど 研 修 参 加 率 の 向 上 に 努 め る 。  

 

 



企 業 の 税 務 コ ン プ ラ イ ア ン ス 向 上 に 資 す る 「 自 主 点 検 チ

ェ ッ ク シ ー ト 」 の 活 用 に つ い て は 、 国 税 当 局 等 と 連 携 し 、

さ ら な る 利 用 促 進 に 取 り 組 む 。  

 

イ ． 青 年 部 会 は 、 多 治 見 法 人 会 の 主 管 に よ り 、 本 年 1 0

月 5 日 に セ ラ ト ピ ア 土 岐 に お い て 、「 201 8 他 を 知 り 己

を 知 る ～ 未 来 へ 向 け て 共 有 し よ う ～ 」 を テ ー マ に 連 絡

協 議 会 を 開 催 し 情 報 交 換 を 行 う 。  

ロ ． 女 性 部 会 は 、 大 垣 法 人 会 の 主 管 に よ り 、 本 年 1 0 月

16 日 に ホ テ ル グ ラ ン ヴ ェ ー ル 岐 山 に お い て 、「 女 性 部

会 活 動 に つ い て 思 う こ と 」 を テ ー マ に 連 絡 協 議 会 を 開

催 し 情 報 交 換 を 行 う 。  

ハ ． 県 下 調 査 部 所 管 法 人 を 対 象 に 、「 平 成 30 年度 税 制 改

正 の 概 要 」 に つ い て 、 国 税 当 局 を 講 師 と す る 研 修 会 を

開 催 す る 。  

ニ ． マ イ ナ ン バ ー ・ ｅ -Ｔ ａ ｘ の 普 及 や 消 費 税 の 軽 減 税

率 制 度 の 周 知 及 び 期 限 内 納 付 運 動 の 推 進 に 努 め る 。  

 

（ ４ ）「 全 国 青 年の 集 い  岐 阜 大 会」 へ の 対 応  

本 年 11 月 8 日 、 9 日 の 開 催 に 向 け 、 実 行 委 員 会 を 中 心 に

県 下 青 年 部 会 員 が 一 致 団 結 し 、 大 会 が 成 功 裏 と な る よ う 積

極 的 に 取 り 組 ん で お り 、 本 会 と し て も 岐 阜 を ア ピ ー ル す る

貴 重 な 機 会 で あ る こ と か ら 、 全 面 的 に 支 援 を 行 う 。  

  

２ ． 組 織 ・ 財 政 基 盤 の 強 化  

（ １ ） 会 員 の 増 強  

県 下 の 平 成 29 年 12 月 末 現 在 の 法 人 加 入 率 は 47 .5％ で あ

り 、 毎 年 約 １ ％ 減 少 し て い る 。 法 人 会 活 動 を 充 実 さ せ る 上

で 、 組 織 基 盤 の 強 化 が 重 要 で あ る 。  

全 法 連 で は 、「 役 員 一 人 一 社 以 上 の 獲 得 」 を 目 標 に 掲 げ 、

従 来 の 会 員 増 強 月 間 （ 9 月 ～ 12 月 ） と は 別 に 、 総 会 シ ー ズ

ン の 6 月 を 新 し く 「 特 別 増 強 月 間 」 と す る こ と と し て い る

こ と か ら 、 役 員 に よ る 加 入 勧 奨 を よ り 一 層 、 推 進 す る 。  

 

（ ２ ） 福 利 厚 生 事 業 の 推 進  

協 力 保 険 3 社 と 共 有 施 策 で あ る 平 成 29・30 年 度「 ふ や そ

う 2 万 社 Ｇ Ｏ Ｇ Ｏ キ ャ ン ペ ー ン 」 は 2 年 目 と な る が 、 目 標

達 成 に 向 け て 各 単 位 会 の 支 援 会 メ ン バ ー が 中 心 と な っ て 福

利 厚 生 事 業 の 一 層 の 推 進 に 努 め る 。  

福 利 厚 生 事 業 は 会 員 の 増 強 と と も に 不 可 欠 な 事 業 で あ り 、

積 極 的 に 取 り 組 み 、 財 政 基 盤 の 強 化 を 図 る 。  

 



 ３ ． 広 報 活 動 の 推 進  

税 の 啓 発 、法 人 会 の 知 名 度 向 上 、活 動 内 容 の 周 知 な ど 広 報

活 動 を 積 極 的 に 展 開 す る 。  

地 方 新 聞 や Ｐ Ｔ Ａ 新 聞 な ど の 広 報 媒 体 を 活 用 し 、法 人 会 員

の 募 集 と 税 の 啓 発 記 事 を 掲 載 す る 。特 に ホ ー ム ペ ー ジ の 内 容

を 充 実 さ せ る と と も に 、マ ス コ ミ 等 に 対 す る パ ブ リ シ テ ィ 活

動 を 実 施 す る 。  

 

 ４ ． そ の 他  

（ １ ） 税 制 等 の さ ら な る 理 解 を 深 め る た め 、 会 員 に と っ て メ リ

ッ ト の あ る テ ー マ に て 役 員 セ ミ ナ ー を 開 催 す る 。  

（ ２ ） 県 連 の 各 委 員 会 や 協 議 会 等 の 充 実 、 単 位 会 と の 連 携 強 化

を 図 る 。ま た 、岐 阜 県 下 法 人 会 の 事 務 局 職 員 研 修 を 開 催 し 、

情 報 交 換 を 実 施 す る 。  

（ ３ ）全 法 連 や 東 海 法 連 の 事 業 に 積 極 的 に 参 加 し 、 法 人 会 活 動

の 充 実 に 向 け て 情 報 収 集 や 意 見 交 換 を 行 う 。  

 

平 成 30 年 度 の 具 体 的 な 事 業 計 画 は 次 の と お り で あ る 。  

 


